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（1）神戸外大論叢　第 66 巻第 1号（2016）
















   







































































































































係の変容をもたらす文字 発明であった。交易と都市・国家と貨幣経済などの近代社会に中心的役割を果たす現象はすでに〈文明社会〉に胚胎し、見田宗介 言うように、近代を準備する過渡期と考えることができる。人口は緩やかな上昇傾向を示 が、一五〇〇年頃の世界 口は五億と推定されている。
 
 Ⅱ大爆発期・〈近代社会〉
                                                               
〈近代社会〉は人口の「大爆発期」の局面に対応する。一六五〇年六億、一七五〇年七億と加速度的に人口が





































































    
 
比較社会論とは、以上のように〈原始社会〉・〈文明社会〉・〈近代社会〉・〈現代社会〉・〈未来社会〉の







































































































































































































































































































































































































































































































- 13 - 
側同盟軍も参加していた）。《ピューリタンの植民者にとって、新世界は約束の土地に他ならず、キリスト教に改宗しない異教徒は神の敵で、異教徒たるインディアンのジェノサイドは、神への供物であり、讃歌でもあるというわけだ。》土井淑平『終わりなき戦争国家アメリカ』（星雲社・二〇一五・
p.29）土井氏が示唆するように、アメリカ・インディアンの虐殺とキリスト教
の関係を問題にしないわけにはいかないだろう。後者は前者を控えめに言っても助長したと考えられ 。も 一つキリスト教の関与を補強する引用をしておこう、これも土井氏の著書から。《マッキンレー大統領はフィリピンが「神からの贈り物としてわれわれにもたらされた」と宣言した。当時、アメリカ 有名な帝国主義者のアルバート・ベヴァ ッジ上院議員も、「フィリピンは永遠に我々のものであり、
･･･フィリピンのすぐ先には中国の無限の市場がある。・・・太平洋はわれわれのものだ」との
























































































































































































































































































と述べるが、ＲＤＡの軍隊によっ ナヴィが絶体絶命 窮地に追い詰めら 時、パンドラの野生動物たちが現れてナヴィを救う を見て、ネイティリは「エイワが応えてくれた」 叫んだのであった（そのシーンは宮崎駿の『風の谷のナウシカ』を思い起こさせるものであった、自然の怒りの発現としてのオーム）。
 






















































































































































































































































































































































































っていると考え、アンオブタニウムというレアメタルを手に入れるために、その自然のネットワークを破壊しようとする地球人に反対して、ジェイクと共にナヴィの側にたって戦う。そのほかにも何人かナヴィの側にたつ地球人が出 く 。これは「白いインディアン」と呼ばれる現象【白人の原住民化の現象】を思い起こさせる。アメリカで白人がインディアンと接触をはじめて以来何千人、何万人という白人がインディアンに自らなっていったという現象であ 。
 















































































































































































































































































   この一文に二つの幸福論の対立が要約されている。物の所有をめぐって白人とアメリカ・インディアンの価値
観の相違があらわになったエピソードを引いてお い。「土地の売却を求める米大統領へのシアトル酋長の返書」の一節である。《ワシントンにおられる大統領が、我々の土地を買いたい 手紙をよこされた。しかし空や土地をどうやって売ったり買ったりできるのですか？それは我々に 奇妙な考えです。我々が新鮮な空気や泡立つ水を所有していないならば、どうやってあなた方はそれら 買 のでしょうか？この大地 すべて 部分が
（19）「インディアンは必ず勝つ」


























































































































































たように、アメリカの民衆にとってエイリアンであるこれら少数の支配者によってアメリカの政治は動かされている。アメリカ大統領でさえ操り人形に過ぎな 。したがって、好戦的な（武力で決着をつけようとする）アメリカの支配層と バターに心から共感できるようなアメリカ人は、やはり区別すべきでは いかと思われる。
 
  このことに関連して論じておきたいのは、この惑星がパンドラと呼ばれているのはなぜかという問題である。
















































































































                        
   《これからの人生のすべてを、いま始まったこの変革運動に賭けよう。なんの迷いも恐れもなく私はそう自ら
に誓った。白人に騙され、撃たれ、死んでいっ インディアンの酋長らの誇り高き精神（スピリット）が、時代を超えて私のうちに息づき始めたのである。／合衆国政府の土地収奪に断乎として抵抗し続けたため、捕らえら
（23）「インディアンは必ず勝つ」






























































































































































































































政策に協力する部族会議 議長で独裁的権力者 った】 私兵組織グーンズ【オグララ国守護隊】 相手に、七一日間にわたる武力攻防を演じた。全米を震撼させ 「ウンデッド・ニー事件」である。戦車や戦闘用ヘリコプターからＦ４ファントム・ジェット戦闘機まで動員された さしく『アバター』 最後 戦闘場面を彷彿と
（25）「インディアンは必ず勝つ」
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（27）「インディアンは必ず勝つ」
